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ドガの彫刻
上回久利
印象派の作家として知られるドガの彫刻は，多くの愛好者を魅了している。しかし， ドガ
の彫刻で生前に発表されたものは 1点のみで，油彩画やパステル画ほどに知られていない。
ドガの制作した絵画，彫刻について考察し，彼の創造世界の中で彫刻制作の占める位置を知
ることは，制作活動の幅を広げてくれることになると考える。ドガは40歳を過ぎたころか
ら特に目が悪くなり，目を近づけて見ることのできる写真を参考に，触覚を頼りに蝋彫刻を
制作した。ドガが創作活動をしていた時代は写真機が発明され，絵画や彫刻に大きな影響を
与えた。特にドガの彫刻は，写真.家マイブリッジの連続写真を参考にしたものがある。それ
らは，マイナスとも思える視覚障害を，プラスに変換し， ドガの独自な表現技法に昇華して
いる。我々は，写真表現に対してどのように受容するか，近代美術の通過点として， ドガの
制作は多くの示唆を与える。
Keywords :視覚障害マイブリッジの連続写真運動表現蝋彫刻原型ブロンズ
はじめに
.ドガ (EdgarDegas， 1934 -1917)は印象派の画
家として，また彫刻家と して知られる。しかしドガ
が生きている聞に発表した彫刻は， 1点のみである。
それは 114歳の小さな踊り子J(図1)と題された，
本物のチェチュを付け，バレーシューズを履いた蝋
で制作された彫刻である。 ドガは1880年以後特に
限が悪くなり，油彩による制作は少なくなった。そ
してパステルによるデッサンと，蝋による彫刻を中
心に制作している。彼は自に映ったものを描くこと
ができなかったので，写真を基にデッサンをし，触
覚を頼りに，蝋による彫刻を制作した。 ドガは対象
を，直接視て描けなくなったが故にイメージを頼り
に彫刻を制作した。自が見えないので触覚に頼らざ
るを得なかったが，絵画や，彫刻制作にとって，ハ
ンディと思われる視覚障害を触覚に生かすという個
性に変換し，多くの蝋の彫刻を生み出した。ドガに
とって蝋の彫刻は，発表するための作品という意識
はなく，デッサンや油彩のための試作，エスキース
であった。彼の死後，アトリエには蝋の小彫刻がた
くさん残された。この中から作品として成立するも
のが画商デュラン・リュエル(印象派の画家を支援
し，プロモートした。特にJレノアールやモネを支援
した。)により選ばれ，友人の彫刻家バルトロメに
よってブロンズに鋳造された。これらのドガの蝋に
よる彫刻は，人体の一瞬の動きを表わしたもう一つ
の印象派であった。ドガの近代性は華やかなもので
はなかったが，地道なアカデミックなデッサンに裏
付けられた格調の高い芸術である。
ドガの彫刻
ドガの近代性
ドガの彫刻の近代性は，以下の 5点があげられ
る。
1 無名性
2 運動表現
3 時間表現
4 即興性
神話や有名人の肖像ではなく，
無名の人の制作。
馬や人の一瞬の動きの表現。
連続する運動する時間の表現。
細部まで念入りに仕上げず，自
由なモデリング。
5 両国構成 人物をクローズアップし大胆な
構成。
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図1 ドガ f14歳の小さな踊り子J 1980・81
2 ドガの彫刻
ドガの彫刻作品は全部で， 74点残されている。
ほとんと・は小品で，テーマはレリーフ，バレリーナ，
裸婦，馬である。これら彫刻の多くの原型は，蝋で
制作されており，絵を描くためのポーズ研究に制作
された。 ドガの彫刻は，彫刻制作が本来の目的では
なく，油絵やパステルの作品制作のための画面構成
の研究，また制作の補助手段で‘あった。これら， ド
ガの蝋による彫刻は，木炭やパステルによるデッサ
ンと同様の意味合いがあった。 ドガにとって蝋によ
る彫刻は作品ではなく，あくまでも制作の補助であ
り，エスキースであった。ゆえにそれらの小品は蝋
原型のまま鋳造されず，アトリエに残されていた。
印象派の多くの作家を扱った画商ヴォラールは，
ドガの生存中，彼の彫刻の魅力に惹かれ，アトリエ
の蝋の彫刻をブロンズにしたいと願ったがその思い
はかなわなかった。ドガは蝋による彫刻を鋳造する
意思はなかったようである。あくまで彫刻制作は，
絵を描く手段として捉えていたので，ブロンズ鋳造
する熱意はまったくなかったと思える。
彼の死後，大きく破損したものも含め， 153点の
蝋による彫刻がアトリエで発見されている。 ドガは
彫刻を1865年以来制作しているが， 金生涯にどれ
ほどの，蝋による彫刻作品を制作したのかわかって
いない。多くの蝋による試作は， ドガによって廃棄
され，破損したことであろう。多くの場合，蝋の彫
刻は，蝋のままではほとんど作品として成立しない。
蝋の彫刻は，それを原型として鋳造されブロンズと
なって始めて作品となる。蝋のまま保存しても，蝋
が酸化し，劣化するので脆くなり，破損の危険性が
大きい。蝋は制作された短時間の場合でも衝撃に対
して脆い。また，質感においても素材の弱さは否め
ない。蝋の彫刻は，ブロンズにされて，その制作の
特徴を表し，魅力を増す。これは古代から現代に至
るまで，彫刻の制作技法として知られることである。
第二次世界大戦後の日本に大きな影斡を与えた，現
代イタリア共象彫刻は，この蝋型鋳造彫刻(ロス
ト・ワックス)で制作されている。その自由な形態
表現は，日本の多くの彫刻家に衝撃を与えた。
また，この蝋原型による彫刻の魅力は，自由な制
作を可能にした。 ドガの彫刻における蝋の自由なタ
ッチやモデリングは，片足で立つバレーの一瞬のポ
ーズや運動などを表現するのに最適であった。
ドガの死後，アトリエに残された作品を整理した
画廊経営者デュラン・リュエルは，鋳造するためド
ガの友人，彫刻家バルトロメに作品修復を依頼した。
最初に72点の蝋彫刻が鋳造された。後2点追加さ
れ， ドガのブロンズ彫刻は合計74点となった。ド
ガの彫刻は岡家の余技を超え，彫刻の歴史に残るも
のである。 ドガ本人は，門身の彫刻の価値を我々が
思うほとヲこ気付いていなかったと思われるが，友人
の画家ルノワールはロダンよりもドガを「最初の近
代主義の彫刻家jと評価している。
3 鋳造
ドガの蝋彫刻は彼の死後作品整理をおこなった同
商デュラン・リュエルによって，アトリエに残され
た153点の蝋彫刻を鋳造するため，彫刻家バルトロ
メに鋳造可能なものが選ばれ，修復された。それは
彫刻として成り立つ74点の蝋彫刻で，鋳造家A.A
エプラールによって鋳造された。鋳造所の監督は，
アルビーノ・パラッツォーロであった。鋳造方法は
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脱蝋「ロスト ・ワックスJ技法によってなされた。
「ロスト・ワックスj技法は彫刻家の制作した蝋
型が鋳型の中に埋没されるが， ドガの彫刻の場合の
鋳造は， ドガが粘土や蝋で彫刻を制作したものがゼ
ラチンで一度蝋型が作られ，鋳造された。それらが
「原型ブロンズJまた「原型モデルjまた「モデルj
として扱われた。最初の型取りでは， ドガが制作し
た蝋原作5点が損壊し，元の蝋原作は69点となった。
69点の蝋原作が残ったわけである。この蝋原作は
アメリカのポール ・メロンコ レクションとなり，の
ち4点がループ勺レ美術館， 16点がワシントン，ナ
ショナ・ 1レギャラリーに寄託されている。
「原型ブロンズ」は， 1976年に鋳造業者A.Aエプ
ラールからカリフオルニアのノ トー ン・サイモン美
術館に渡っている。 74点の鋳造された f原型モデ
ルjからドガの全作品がブロンズに鋳造された。こ
の最初の「原型モデルJ74点のブロンズが元形
(もとがた)となり，この元形から世界に現存する
ブロンズ彫刻が鋳造された。
作品のテーマの内訳は①レーフ(1点)，②馬
(17点)，③踊り子 (38点)，④裸婦(化粧，入浴14
点)，⑤肖像(3点)，⑥女学生(1点)である。作
品は 1作品につき，それぞれ22体鋳造されたが，
20体にはAからTまでの刻印が打たれた。全作品74
点 (74種類)のうち72点が最初に鋳造され，作品
には72番までの通し番号と， AからTまでのアルフ
ァベトがついている。後. r14歳の小さな踊り子J
と 「女学生Jの2作品が追加され鋳造された。それ
らの 2点のうち r14哉の小さな踊り子Jは25点鋳
造され，また 「女学生」は最初に 5点，後20点鋳
造された。この73番目 r14歳の小さな踊り子J.74 
番目「女学生」は番号なしで1950年以後の鋳造で
ある。また，アルファベットのないドガの作品，全
種類74点， 2組は鋳造業者A.AエプラーJレと遺族
のためのものである。エブラールの元には「原型モ
デルJ74点，元型となった破損を免れた蝋原型69
点，鋳造業者のための74点があった。ほほ3組の
ドガの彫刻が，鋳造家エブラールの手元に残ったこ
とになる。
ドガの残された作品は，作品に刻印された番号を
見ると，どのように流通したのかがわかる。 ドガの
全作品は，鋳造過程で破損を免れた蝋の69点の原
作と，それから鋳造された74点の元形となった
「原型モデルJ(ブロンズ)から合計1631体のブロ
ンズが鋳造された。これらが全世界で流通，また現
存しているドガのオリジナルの作品である。
ドガの彫刻
4 彫刻の複製
ドガの彫刻作品は， ドガの死後に鋳造されたこと
は前述した。 ドガが彫刻を鋳造することを考えて制
作していたかは疑問であるが，画家の余技と思えな
い蝋による彫刻群は，近代彫刻の方向を指し示した
意義は大きい。このことは我々鑑賞者にとって，今
日多くの近代彫刻の名作を鑑賞でき幸いなことであ
るが，制作者の思いや意志、が重要な意味があること
を教える。現代日本においても，物故となった彫刻
家の作品が美術館の意志で少なからず鋳造され美術
館に展示されていることは，彫刻の複製に疑問を呈
することである。彫刻のオリジナJレはあくまで限定
されるべきであり，版画のように無数に作り出され
るべきではない。特に制作者の意志から離れた作品
の鋳造は，特に慎重であるべきである。
1 ドガの絵画と彫刻
1 写真の利用と視覚障害
ドガは，産業革命以後の豊かになりつつある近代
的市民生活を描いた。競馬や優れた肖像画を多く残
した。彼はモデルが一瞬見せる何気ない身振り，し
ぐさ，表情のなかに隠された対象の本質を表現した。
計算されたスナップショット的ポーズは計算されて
おり，モデルが知っている自分自身よりその人らし
く描いた。これらの人物のポーズや画面構成は，多
く浮世絵から影響を受けている。当時のジャポニズ
ムは多くの印象派の画家や彫刻家のイマジネーショ
ンをかき立てた。絵画的なモデルの扱いが彫刻にも
生きている。 ドガの彫刻は絵画のための試作であっ
たのであるから，当然絵画的な表現となっているの
は当然である。印象派の画家たちは刻々と移り変わ
る光をテーマとした。 ドガも初期の作品において光
をテーマとしたものもあるが， ドガが扱ったテーマ
は「動きJ，r進動Jであった。
ドガは若いころ，プロシャ(ドイツ)との戦争に
従軍し自を傷めた。 1880年ごろより一層目が悪く
なり，必然的に視覚で対象を把握できなかったと思
われる。ドガは，見えない時間の流れの中での微妙
な光ではなく，人や馬の 「動きJr運動」を，彫刻
を通して，また手で触れて把握し，形態の真実を表
現しようとした。絵画においてハンディと思われる，
視覚障害を指による触覚感を生かした彫刻を制作
し，またそのことを絵画に生かしている。 ドガの彫
刻は，まさしくドガの身体感覚より生まれた独自の
表現といえる。ドガの近代性は，彫刻から得た独自
?? ?? ???
?
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な動き，浮世絵から学んだ画面構成 (トリミング)
である。画面構成は浮世絵から学んだジャポニズム
とともに，当時新しく生まれた写真の利用とも大き
く関わる。
2 ドガと浮世絵
印象派の作家たちは，浮世絵の影響を受け自分の
作品に浮世絵を描き，単純化や画面構成，などの影
響を受けている。 ドガは多くの浮世絵 (100点に余
る)のコレクションを持っており，浮世絵から多く
のものを学んだ。鈴木春信の浮世絵と比べてみると
あまりにも類似していることに驚く (図 2-6 )。
しかし，印象派の多くの画家たちのように，浮世絵
を門作に描くことや，日本の着物をモデルに着せて
揃いてはいない。浮世絵の持つ庶民の生活，日常性
をドガは踊り子や当時のフランス女性の日常を描く
ことで昇華している。そしてこれらは斜め上から描
かれ，人物のクローズアップ， トリミングなど浮世
絵の描写方法を取り入れている。印象派の画家たち
は日本の浮世絵から多くの影響を受け，それぞれ独
自な表現方法を生み出したが， ドガは浮世絵と言う
範略に止まらず日本の美術，それも宗速や光琳にい
たる日本の伝統を取り入れ，大和閣の明暗，を自分
のものにしている。これらはドガの残した22点の
扇面から伺える。そしてこれらの作品が生み出され
たのも視覚障害のため，見て描くことよりも身近に
あり，よく観察できる浮世絵や，直接H本画家の技
法に触れたことが大きい。
3 ドガと印象派
印象派展は1874年の第 1回以来， 合計8回展覧
会が聞かれた。ドガはこのうち7回の展覧会に出品
し，積極的に印象派展をリードしている。第6回展
(1881 iF)には 「舞台衣装を着けた踊り子J(図 1) 
を蝋原型のまま出品している。これは f14歳の小
さな踊り子」と呼ばれるものである。当時において
はあまりに斬新で理解されず，作品に対する評価は
賛否両論であった。蝋彫刻に本物のリボンやチュチ
ユ，バレーシューズを付け，まるで生き人形のよう
な表現は，当時においては斬新である。この彫刻が
発表されるほんの数年前 (1877年)には，ロダン
は 「背鋼時代jが本物の人体から型取りしたと，中
傷された事件があった。ロダンはこの中傷に対し，
f背-銅時代」のモデル写真を公表し，人体からの型
取りを否定した。本物の素材(コスチューム)と，
彫刻の組み合わせや，リアJレな人体表現は，ドガの
彫刻を知った現代では違和感はないが，当時とすれ
ばあまりに革新的であった。また， f14歳の小さな
踊り子Jの発表される前年，作品が間に合わず，硝
子ケースのみが展示された。このことも作品を展示
すべきケースに作品が入れられていないという，あ
まりに現代的なドガの芸術観を示した出来事もあっ
た。このf14歳の小さな踊り子Jは現代的で，前衛
的と思える作品であったが，同時代の印象派の画家
メアリーカサットはドガのこの蝋原型作品を購入し
たいと考えていた。当時のドガは多くの作家に支持
され，高い評価があった。
4 ドガの日本における影響
ドガは，日本において非常に人気のある作家であ
る。プリジストン美術館の八重洲通りに面したショ
ーケースのドガの彫刻は，多くの人に親しまれ，彫
刻の魅力を伝えた。 ドガが日本において最初に紹介
されたのは1902年，久米圭一郎 f仏国現代の美術J
においてである。その後1911年，山下新太郎「エ
ドガル， ドガjと続き，彫刻については1916年，
P・A. )レモアー ヌ著，大|捜為三訳「ドガの彫刻」
において紹介された。それ以後ドガについて多くの
紹介がなされたが，特にドガの影響は，和田三造，
小磯良平，宮本三郎なとeの作家に広がった。 ドガの
踊り子は多くの画家に影響を及ぼし，小磯や宮本に
日本的に昇務され，独自の世界となって結実してい
る。
彫刻の影響は，多くの彫刻家にあったと思われる
が， ドガの様式や，表現しようとしていた運動表現
を作品世界に見せているのは，本郷新と佐藤忠良で
ある。やはり絵画と閉じくこの二人の作品はドガの
匂いを独自の作品世界へ反映した。彼らはドガの制
作過程，触覚感を意識した彫刻制作を目指している。
ドガの絵画，油彩画やパステルは彫刻とは別々のも
のと意識され，彫刻制作と絵画制作は異なった作家
のものと捉えられそうであるが一体のものである。
彫刻の空間認識，立体把握，量;感表現，運動表現は
密接に繋がっている。
川 ドガと写真
1 写真の発明と美術
182711~ タグール (Dagueπe， 1787・1851) やニセフ
ォール・ニエプス (NicephoreNiepce， 1765・1833)
が写真撮影をして以来，急速に技術が進んだ。この
写真技術は美術の世界に革命的な影響を及ぼした。
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図2 鈴木容信髪洗うニ美人
圃U万必叫山I与以川宇プ伴戸;チ引i引刊川川R九川川Iぷがぷ引引出似
. 円.刊三ダ:瓦ずI 園
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図3 ドガ髭を洗う
図4 ドガ髪を椛く
ドガの彫刻
4¥説|
図5 ドガ 髭を椛く
図6 ドガ撃を持つ
図7 マイブリッジ プレート426 部分
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写真は，特にドガの絵画や彫刻に大きく影響を与え
ている。写真の高度な再現性は，美術の世界に大き
な問題を投げかけた。写真は人の視覚で捉えること
の出来ない動きをも明瞭にした。「走っている馬の
足は地面に足を付くか，脚の動きはどのようになる
か」この問題を解決したのがアメリカ人のエドワー
ド・マイプ1)ッジ (EdowardoMybrige 1830・1900)
である。多くの前脚をそろえて疾駆する馬の絵が，
図8 マイブリッジ The Horse in Motion 1878 
図9 ドガ馬に乗る騎手
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誤りであることを教えた。当時のこの衝撃的な出来
事は，注目され，写真が芸術として認知され始める
元となった(図8)。中でも， ドガは写真撮影を趣
味とし，モデルを撮影したものが残っている。写真
は彫刻に利用され，写真と閉じポーズの作品が残っ
ている。ドガはポーズの研究にとどまらず，動きに
注目している。写真はドガのみならず，多くの芸術
家に大きな影響を与えた。真実の形は，静止画像で
図10 ドガ駆ける馬
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図11 マイブリッジ プレート459
図12 ドガ踊り子たち(油 ・70.5X 200.7cm) 
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図13 マイブリ ッジ プレー ト408
図14 ドガ右足を洗う
( 
図15 マイブリ ッジ プレー ト498
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図16 ドガ浴槽
図17 ドガ 入浴する女
図18 ドガ入浴する女
図19 ドガ入浴する女
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図20 マイブリッジ プレー ト 135 部分
図21 ドガ靴下を履く
上回久利
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図22 マイブリッジ プレート164 部分
直忠実命令!
図23 マイブリッジ プレー ト263 部分
図24 ドガ右足の裏を見る
ドガの彫刻
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図25 マイブリッジ プレート430 部分
図26 ドガ左足を洗う
表現できるか，という問題提起がキーワードになる。
同時代，ロダンは「歩く」という運動を|時間の流れ
の中で捉え，多くの連作を制作した。ドガとの関連
は文献には見当たらないが，同時代，どこかでマイ
ブリッジの写真を見ていたであろう。ロダンも多く
の写真を撮っていることが知られている。
2 エドワード・マイブリッジのアニマル ・ロコモ
ーンヨノ
1876年，エドワード・マイブリッジは，馬の動
きの連続写真(図8)を発表したことにより，人間
の視覚の峻昧さを明瞭にするとともに，写真の可能
性を見せ付けた。ドガは，マイブリッジの写真の虜
となった最初の一人である。ドガは，マイブリッジ
の馬の写真だけでなく，アニマ1レ・ロコモーション
図27 ドガ浴女
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図28 ドガ浴女
(人体の動きの連続写真，図6， 1， 13， 20， 22， 23， 25，) 
を参考に制作したと思われる作品を残している。図
12と15，図13と16，図22と21，図20と21，図25
と26-28，図25と24，のようにドガの彫刻と絵は
マイブリッジの写真を参考にしていることがわか
る。また，絵画と彫刻は述動して制作され，あくな
き運動表現の追求を感じさせる。図24と25のよう
に彫刻でシリーズとして繰り返し制作している。特
にドガはいち早く写真から学んだ「連続運動」を，
絵画に取り入れている。ひとつのポーズを連続して
描く，また一つの動きを視点を変えて描く，などの
デッサンがみられる (図12)。また一瞬の動きを形
象化するための方策として， ドガは蝋を使ったエス
キースを制作している。ロシアパレ」のテーマをパ
ステJレで数点描いているが，これも連続運動を表現
している。ドガのデッサンには， iモノタイプJとい
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図29 ロダン 3人のダンス 1882 
われるものがある。木炭デッサンをしたものを，濡
らした紙でプレスし，摺り取る。その摺り取ったデ
ッサンをパステルで加錯する。 ドガがどのような過
程でこの技法を習得したかは不明であるが，目が見
えないことでリアリティーのあるデッサンはそう簡
単に残すことは出来ないことから，一つのポーズか
らいろいろなバリエーションを模索したのではない
かと考えられる (図17-18)。この構図は反転して
いることからも解る。また， ドガの愛した浮世絵や
写真から学んだ，写し取るということはドガにとっ
て画期的なことであった。このことは家族の負債を
解消するため必要に迫られ，作品を量産し販売しな
ければならなかったことが新しい技法を生み出す元
となったと思われる。この「モメタイプj技法はか
なり経済的解決をもたらせたようである。
この 「運動の連続写真Jはドガに止まらず.キユ
ピズム，未来派などの.多くの新しい芸術に影響を
与えた。デュシャンの「階段を下りる女Jは，マイ
ブリッジやマレーの連続写真が元になっていること
がこれらの写真より理解出来る。このことについて
は稿を改め考察する。
3 ロダンへの影響
ドガの彫刻とロダンの彫刻の関連は，指摘されて
いる文献は見当たらない。しかし同時代のロダンと
ドガ，マイブリッジの聞になんらかの関係，また作
品における影響があっても不思議ではない。 ドガの
彫刻は，ロダンの自に触れていないにしても，バレ
ーの踊り子を描いた油絵やパステルには出会ってい
たであろう。マイブリッジの連続写真やドガの， 一
人の踊り子を 4つの視点で描いたパステル画(図
12) ，視点をずらし一人の踊り子を描くなどの作品
図30 ロダン 3つの影 1880 
は，ロダンにも影響を与えたと思われる。ロダンの，
「歩くJi 3つの影Ji 3人のダンス」は，人体の運
動を表わし，移り行く時間を作品に表現している。
ドガの 「ロシアのダンスjは，ロダンのロシアバレ
ーをモデルに制作した 「ニジンスキーJiダンス」
に，大きく影響を与えているように思える。当時，
ロシアバレーが人気を博していたせいもあるが，ロ
ダンに先立ちドガが，ロシアバレーを取り上げてい
ることが制作年から判る。 ドガの一人の踊り子を連
続して拙いた袖彩画や， 一人の踊り子を多視点で描
く手法は動きの表現を模索していたロダンに示唆を
与えたと思われる。 ドガは i14歳の踊り子」以外
に発表した作品はなく，多くの小彫刻は知られてい
ない。しかし絵蘭で行った実験的制作はロダンのみ
ならず，日本の画家たちにも多くの影響を与えてい
る。
終わりに
ドガの彫刻制作の考察は，単に学問的興味や関心
を満足させてくれただけでなく，筆者の制作方法に
大きな影響を与えた。ドガの研究から，蝋による制
作を始めて10年余りとなる。現在，彫刻の小品制
作はドガの制作方法から学んだ蝋直付け法を行って
いる。蝋による制作はロストワックス (脱蝋鋳造)
技法として日本でも普及し始めたが， ドガの行った
自由な蝋直付けによる制作はt確実なデッサンとモ
デリング技術に裏付けられた即興性と密接に関連す
る。制作に用いる使い心地のよい硬さの蝋の調合，
季節による硬さの使い分けなど，蝋の研究も必要で、
すべてにおいて試行錯誤である。
ロストワックス技法はキャステイング(型取り)
の必要がなく， ドガの彫刻が，鋳造された経緯から
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解かった原型ブロンズの認識が，制作の自由さ楽し
さを教えてくれる。 ドガの彫刻は74点が残ってい
るが，筆者は直付けロストワックス技法による小品
ブロンズ制作を，現在80点まで・行った。とりあえ
ず制作の目標を100点とし， ドガに僅かで、も近付き
たいと，思っている。
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注
・マイブリッジの連続写真は1879年に「グロープJ
誌に， 1985年には写真集が発表されている。
・ドガの彫刻制作年は，マイブリッジとの関連で推
し測る以外にない。
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? ???
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